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６
月
補
正
後
の

歳
出
予
算
構
成
比

６
月
補
正
後
の

歳
出
予
算
構
成
比

議会費 1.4％

総務費
10.2％
総務費
10.2％

民生費
23.6％
民生費
23.6％

衛生費
5.0％
衛生費
5.0％

労働費 0.4％
農林水産業費 2.4％

商工費
6.8％
商工費
6.8％

土木費
10.1％
土木費
10.1％

消防費
3.1％

教育費
26.5％
教育費
26.5％

公債費
10.4％
公債費
10.4％

予備費 0.1％

　
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
よ
り
骨
格
予
算
編
成
と

し
た
一
般
会
計
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
今
回
の
６

月
定
例
議
会
に
新
規
・
拡
充
事
業
な
ど
２
億
３
千
万

円
余
の
補
正
予
算
を
計
上
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
予
算
総
額
は
、
継
続
事
業
費
と
し
て

当
初
予
算
に
計
上
済
み
の
南
条
小
学
校
建
設
事
業
な

ど
と
合
わ
せ
、
過
去
最
大
の
71
億
４
，
２
２
６
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
に
は
、『
輝
く 

元
気
な 

町
づ
く

り
』
を
実
現
す
る
た
め
、
町
長
が
公
約
と
し
て
掲
げ

る
４
つ
の
柱
を
軸
と
し
て
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
産
業
の
活
性
化
に
よ
る
「
活
力
あ
ふ
れ
た
元
気
な

町
」
に
向
け
て
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
形
成
事
業
、
人
創
り

に
よ
る
町
づ
く
り
を
行
う
「
人
の
輝
く
町
」
に
向
け

て
は
高
校
生
の
タ
イ
国
研
修
事
業
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
優
し
い
町
づ
く
り
を
行
う
「
笑
顔
の
町
」

に
向
け
て
は
３
小
学
校
体
育
館
の
天
井
改
修
事
業
や

市
街
地
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
、
芸
術
・
文
化
の

振
興
に
よ
る
「
誇
れ
る
町
」
に
向
け
て
は
び
ん
ぐ
し

の
里
公
園
改
修
事
業
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
活
力
あ
ふ
れ
『
輝
く 
元
気
な 

町
づ
く
り
』
を
進
め
ま
す
。

６月補正予算
２億3,226万円が議決
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総務関連
高校生タイ国研修事業 2,000千円
　次代を担う高校生に海外展開する町内企業の視察や現地
学生との交流など異文化体験を通じて国際感覚を養います。
固定資産評価基礎資料整備業務 8,200千円
　固定資産税の適正課税のため、平成30年度の評価替に
向け基礎資料の整備を進めます。
個人番号カード関連事務委任業務 5,446千円
　平成28年1月からの個人番号カード発行に向けた事務
を地方公共団体情報システム機構に委任します。

福祉・健康関連
介護保険特別会計繰出金事業 1,440千円
　介護保険料第１段階に該当する方の保険料を軽減する
ための公費負担です。
ふれあいセンターエアコン設置事業 1,900千円
　ふれあいセンターの大広間などにエアコンを設置し、暑さ
対策とともにクールスポットとしても利用拡大を図ります。

産業振興関連
多面的機能支払交付金事業 5,461千円
　地域の農地や農道、水路などの維持改善に取り組む地
域活動への支援を拡充し、農地機能の増進を図ります。
さかきワイナリー形成事業 1,000千円
　試験圃場で収穫したワインぶどうの委託醸造を行うととも
に、ワイン文化の浸透と将来のワイナリー形成を目指します。

消防関連
小型動力ポンプ更新事業 2,000千円
　消防団第11分団の小型動力ポンプを更新し、地域防災
体制の充実を図ります。

基盤・公園整備関連
町道舗装修繕事業 27,350千円
　鼠橋通りなど、舗装の痛みの激しい町道の修繕を進め、
安全な交通環境の整備を行います。
びんぐしの里公園改修整備事業 24,200千円
　憩いの場としてより多くの町民の方にご利用いただけ
るよう、屋外ステージなどの改修を実施します。
中心市街地バリアフリー化事業 7,500千円
　坂城駅から坂城高校までの危険箇所などについて、順
次歩道の整備などを進めバリアフリー化を図ります。

教育・文化関連
３小学校体育館天井改修事業 56,000千円
　３小学校体育館の天井を改修し、学校施設の耐震化を
図り、安心・安全な施設環境の整備を行います。
鼠橋運動公園マレットゴルフ場改修事業 2,629千円
　マレットゴルフ場を36ホール連続プレイが可能なコー
スに改修し、各種大会の開催や町民の健康増進を図ります。

そ　の　他
公有資産台帳整備業務 8,500千円
びんぐし湯さん館町民割引券発行補助 1,400千円
県有料道路通行料金負担軽減事業 1,072千円
Ａ０１号線道路改良事業 14,186千円
地籍調査事業 6,040千円
循環バス新規リース事業 813千円
小・中学校校務支援システム等導入事業 5,320千円

など

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
予 備 費
合 計

27年度６月補正後予算

99,678
730,851
1,688,273
355,824
25,414
172,312
485,655
719,169
218,386
1,895,949
740,749
10,000

7,142,260

1.4
10.2
23.6
5.0
0.4
2.4
6.8
10.1
3.1
26.5
10.4
0.1

100.0

5,084
83,904
19,005
1,356
130

13,206
3,730

104,163
12,136
905,064
△11,518

0
1,136,260

5.4
13.0
1.1
0.4
0.5
8.3
0.8
16.9
5.9
91.3
△1.5
0.0
18.9

予算額 A（千円） 構成比（％）
比較（千円）
A－B＝C

増減率（％）
C／ B区 分

26年度当初予算

94,594
646,947
1,669,268
354,468
25,284
159,106
481,925
615,006
206,250
990,885
752,267
10,000

6,006,000

1.6
10.8
27.9
5.9
0.4
2.6
8.0
10.2
3.4
16.5
12.5
0.2

100.0

構成比（％）
目
的
別
歳
出
予
算
内
訳
表

（
一
般
会
計
）　
　

予算額 B（千円）
目
的
別
歳
出
予
算
内
訳
表

（
一
般
会
計
）　
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暑
い
と
食
欲
が
落
ち
、
食
べ
や
す
い

物
（
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
甘
い
物
、

そ
う
め
ん
な
ど
の
麺
類
）
ば
か
り
食
べ

が
ち
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
炭
水

化
物
し
か
と
れ
ま
せ
ん
。
タ
ン
パ
ク
質
、

脂
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
も
バ
ラ

ン
ス
よ
く
食
べ
な
い
と
、
体
温
調
節
機

能
が
う
ま
く
働
き
ま
せ
ん
。

　
野
菜
や
果
物
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ビ

タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
水
分
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
飲
み
物
に
比
べ
て
ゆ
っ
く

り
と
吸
収
さ
れ
る
の
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
や

水
分
が
長
く
体
内
に
留
ま
り
、
効
果
的

に
水
分
補
給
が
で
き
ま
す
。

　
サ
プ
リ
メ
ン
ト
・
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
・

青
汁
な
ど
は
、
栄
養
が
体
内
に
一
度
に

大
量
に
入
っ
て
く
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど

尿
と
し
て
出
て
行
っ
て
し
ま
い
、
腎
臓

を
傷
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　「
寝
苦
し
く
て
睡
眠
不
足
」「
徹
夜
明

け
」
な
ど
の
と
き
は
、
体
温
調
節
機
能

が
う
ま
く
働
か
ず
、
体
温
が
上
が
り
続

け
て
し
ま
い
ま
す
。

　
首
や
脇
な
ど
、
血
管
が
体
表
面
に
近

い
箇
所
を
冷
や
す
と
、
体
温
を
効
果
的

に
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
扇
風
機
・
エ
ア
コ
ン
・
遮
光
カ
ー
テ

ン
・
す
だ
れ
・
打
ち
水
な
ど
を
活
用
し

て
、
室
温
を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
室
温
を
下
げ
過
ぎ
る
と
、

体
温
調
節
機
能
が
麻
痺
し
ま
す
。
室
外

に
出
た
時
に
自
分
で
体
温
を
下
げ
ら
れ

な
く
な
り
、
熱
中
症
に
な
り
や
す
く
な

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
の
ど
の
渇
き
と
は
関
係
な
く
、
水
は

体
か
ら
常
に
蒸
発
し
て
い
ま
す
。
室
内

に
ず
っ
と
い
て
も
、
汗
・
尿
を
合
わ
せ

て
約
２
・
５
ℓ
の
水
分
が
１
日
に
失
わ

れ
て
い
ま
す
。
水
分
は
、
食
事
の
中
に

約
１
ℓ
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
飲
み
物

で
は
最
低
１
・
５
ℓ
摂
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
１
時
間
に
１
０
０
ml
を
目
安
に
、

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
と
効
果
的

で
す
。
が
ぶ
飲
み
は
、
尿
が
多
く
な
り
、

腎
臓
に
負
担
を
か
け
る
の
で
、
身
体
に

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
汗
を
か
く
こ
と
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
ほ
と
ん
ど
使
い
ま
せ
ん
の
で
、
甘
い

飲
み
物
で
水
分
を
摂
る
と
、
糖
分
が
体

の
中
に
大
量
に
入
り
、
使
わ
ず
に
余
れ

ば
脂
肪
と
な
っ
て
蓄
え
ら
れ
ま
す
。

　
激
し
い
運
動
時
に
は
、
運
動
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
い
る
の
で
、
ス

ポ
ー
ツ
飲
料
で
の
水
分
補
給
が
適
し
て

い
ま
す
が
、
普
段
は
水
や
麦
茶
を
飲
む

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
利
尿
作
用
（
尿
を

作
る
働
き
を
強
め
る
作
用
）
が
あ
り
ま

す
。
飲
む
と
排
尿
の
回
数
が
増
え
、
脱

水
に
な
り
や
す
い
の
で
、
お
酒
を
飲
む

時
は
、
同
時
に
水
分
補
給
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
カ
フ
ェ
イ
ン
に
も
利
尿
作
用

が
あ
り
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
、紅
茶
、緑
茶
、

ウ
ー
ロ
ン
茶
、
ほ
う
じ
茶
、
栄
養
ド
リ

ン
ク
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
コ
ー

ヒ
ー
や
お
茶
は
薄
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
５
１
１
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
７

　体
内
の
水
分
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
、
体
温
調
節
が

で
き
な
く
な
る
と
「
熱
中
症
」
に
な
り
ま
す
。
屋
外
だ
け
で
な
く
室

内
で
も
発
症
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
長
野
県
で
の
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
者
数
は
５
８
７
名

で
、
う
ち
１
名
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　熱
中
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
熱
中
症
か
ら
自

分
自
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

３
食
を
栄
養
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る

野
菜
や
果
物
を
摂
る

睡
眠
不
足
に
な
ら
な
い

保
冷
剤
・
冷
た
い
タ
オ
ル
で
体
を
冷
や
す

25
〜
28
℃
を
目
安
に
室
温
を
調
節
す
る

日
傘
や
帽
子
を
使
う

日
陰
に
入
り
、
こ
ま
め
に
休
憩
を
と
る

涼
し
い
時
間
帯
（
朝
や
夕
方
）
を
選
ぶ

こ
ま
め
に
補
給
す
る

通
気
性
・
吸
湿
性
・
速
乾
性
の
あ
る
服
を
着
る

甘
い
飲
み
物
に
注
意
！

ア
ル
コ
ー
ル
・
カ
フ
ェ
イ
ン
に
も
注
意
！

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

自
分
の
体
調
を
整
え
て

熱
中
症
と
の
戦
い
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
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下
水
道
は
、
生
活
環
境
や
地
域
環
境
の
向
上
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
、
快
適
性
や
利
便
性
、
資
産
価
値
を
高
め
ま
す
が
、

そ
の
整
備
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
下
水
道
の
整
備
に
よ
り
利
益
を
受
け
る
方
に
、
下

水
道
建
設
費
の
一
部
を
ご
負
担
い
た
だ
き
、
国
の
補
助
金
や
皆
さ

ん
か
ら
の
税
金
と
と
も
に
、
下
水
道
の
一
層
の
整
備
促
進
を
図
る

た
め
の
財
源
に
充
て
る
の
が
「
受
益
者
負
担
金
制
度
」
で
す
。

　
下
水
道
受
益
者
負
担
金
は
、
下
水

道
へ
の
接
続
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

供
用
が
開
始
さ
れ
た
区
域
に
土
地
を

所
有
ま
た
は
借
り
て
い
る
方
に
納
め

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
に
は
７
月
中
に
納

付
書
を
発
送
し
ま
す
。
ま
た
、
口
座

振
替
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
、
建
設
課
下
水
道
係

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
口

座
振
替
の
手
続
き
が
で
き
て
い
る
か

不
明
な
場
合
な
ど
も
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

納付月

８月

10月

12月

２月

納　期　限

８月31日

11月２日

12月25日

平成28年２月29日

口座振替日

８月25日

10月26日

12月25日

平成28年２月25日

納期限と口座振替日

　
一
つ
の
敷
地
に
か
か
る
負
担
金
は
、

均
等
割
の
１
９
３
，
０
０
０
円
に
、

１
㎡
に
つ
き
３
５
０
円
の
面
積
割
を

加
え
た
合
算
額
と
な
り
ま
す
。（
左

記
計
算
例
参
照
）

　
一
つ
の
敷
地
と
は
、
土
地
の
筆
が

複
数
で
も
、
道
や
水
路
な
ど
で
分
断

さ
れ
ず
、
一
つ
の
区
画
を
形
成
し
て
い

る
一
団
の
土
地
を
い
い
ま
す
。

　
負
担
金
の
納
付
は
５
年
間
で
20
回

の
分
割
納
付
で
す
。

【
前
納
報
奨
金
制
度
】

　
負
担
金
は
前
納
す
る
こ
と
も
で
き
、

前
納
の
回
数
に
応
じ
て
報
奨
金
が
交

付
さ
れ
ま
す
。（
左
記
計
算
例
参
照
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
下
水
道
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
７
０
・
１
７
９
）

　
有
線
８
８―

１
０
１
６

敷地の面積が330㎡（約100坪）の場合
  　　均等割　　　　　　　　　193，000円
  ＋　面積割（330㎡ × 350円）　 115，500円

  ＝　受益者負担金　　　　　　308，500円

①分割納付の場合
　 308，500円 ÷ 20回 ＝　　　　 15，425円
　（100円未満の端数は第１期に合算します）
　第１期………………………　　15，900円
　第２期～２０期……………　各15，400円

②第１期に一括納付する場合
　15，400円 × 19回 × 11％ ＝  　32，100円
　前納報奨金額…………………　32，100円
　　　　　　　　　　　　　　（100円未満切捨）
　納付額は………　308，500円 － 32，100円
　　　　　　　　　　　　  ＝　276，400円

【
更
新
講
習
】

日
時
　
９
月
８
日（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所
　
長
野
市
若
里
市
民
文
化
ホ
ー
ル

申
込
期
間
　
７
月
13
日（
月
）
ま
で

【
責
任
技
術
者
試
験
】

日
時
　
11
月
14
日（
土
）

場
所
　
松
本
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

　
　
　
タ
ー

申
込
期
間
　
９
月
９
日（
水
）〜

　
　
　
　
　
９
月
25
日（
金
）

※

希
望
者
に
は
受
験
講
習
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
（
公
財
）長
野
県
下
水

道
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　（
公
財
）長
野
県
下
水
道
公
社
技
術
管
理
課

　
☎
０
２
６―

２
３
２―

２
３
７
３

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　h
ttp

://w
w

w
.n

p
sp

c.o
r.jp

/
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町
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
左
表
の
日
程
で
結
核

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
実
施
し
ま

す
。

　
結
核
は
過
去
の
病
気
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
今
で
も
ま
だ

油
断
の
で
き
な
い
伝
染
病
で
す
。

　
今
年
２
月
の
申
込
調
査
に
よ

り
、
該
当
す
る
方
に
は
受
診
票

を
送
付
し
ま
す
が
、
受
診
票
が

届
か
な
い
方
で
、
職
場
や
病
院

で
受
診
す
る
機
会
が
な
い
方
も

受
診
で
き
ま
す
。
直
接
、
最
寄

り
の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

受
診
料
金
は
無
料
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１

　（
内
線
５
１
１
・
５
１
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
７

９：15～10：00
10：15～10：45
11：00～11：30
13：20～13：40
14：00～14：30
14：50～15：20
９：15～９：45
10：00～10：30
10：50～11：30
13：20～13：50
14：10～14：40
15：00～15：40
９：15～10：00
10：15～10：35
10：50～11：40
13：15～13：45
14：00～15：00
９：15～９：55
10：10～10：40
11：00～11：30
13：20～13：50
14：10～14：40
15：00～15：40

ＪＡちくま虹のホールさかき
Ｂ.Ｉプラザさかき（坂城駅前）
田町十王堂
小網公民館
深味食堂様駐車場（新地）
入横尾公民館
網掛公民館
月見区集会所
上平公民館（ふれあいセンター）
新田信様宅駐車場（新地）
さかき地場産直売所「あいさい」
ＪＡちくま南部営農センター
泉区公民館
町横尾公民館
金井振興センター
滝沢邦男様宅駐車場（御所沢）
中之条公民館
新町公民館
北日名公民館
南日名公民館
上五明公民館
泉徳寺様庭（苅屋原）
保健センター

７
月
13
日（
月
）

レントゲン撮影日時 会 場

７
月
14
日（
火
）

７
月
15
日（
水
）

７
月
16
日（
木
）

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ

◎問い合わせ先　企画政策課企画調整係　☎82－3111（内線224）　有線88－1018

　町では、７月１日から、太陽光発電システムの他に新たに３つのシステムを補助対象に加えた「坂城町住宅用
スマートエネルギー設置導入事業」を始めます。対象機器をご購入の際は忘れずに申請しましょう。なお、申請
書は町ホームページからダウンロードができますので、ご利用ください。（※以前の申請書は使えません）

補 助 対 象 シ ス テ ム 補 助 金 額

住宅用太陽光発電システム
住宅で消費する電気を太陽光から直接変換する機器及び変換さ
れた電気を供給するために必要な機器により構成され、余剰電
力を電力会社に供給することができる機能を備えた装置。当該
太陽電池の最大出力の合計値が10kW未満の未使用のもの。

システムの設置費用に対し、１kW当たり15,000円
とし、当該金額に太陽電池の最大出力の値（kW単
位とし、小数点第２位未満の端数は切捨て）を乗
じて算出した額。上限は75,000円。

家庭用リチウムイオン蓄電池システム
経済産業省の「定置用リチウムイオン蓄電池導入支援事
業費補助金」の補助対象となる未使用のもの。

システムの設置費用（定置用リチウムイオン蓄電
池導入支援事業費補助金を受けた場合は、当該補
助金額を控除した額）に対し、３分の１以内の
額。上限は200,000円。

家庭用燃料電池システム
経済産業省の「民生用燃料電池導入支援補助金」の補助
対象となる未使用のもの。

システムの設置費用（民生用燃料電池導入支援補助
金を受けた場合は、当該補助金額を控除した額）に
対し、３分の１以内の額。上限は75,000円。

家庭用エネルギー管理システム（ＨＥＭＳ）
経済産業省の「住宅・ビルの革新的省エネ技術導入促進
事業費補助金（HEMS機器導入支援事業）」の補助対象
となる未使用のもの。

システムの設置費用（住宅・ビルの革新的省エネ技
術導入促進事業費補助金を受けた場合は、当該補助
金額を控除した額）に対し、３分の１以内の額。上
限は50,000円。

７
月
１
日
か
ら
の
追
加
分
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◎申込・問い合わせ先　（公財）さかきテクノセンター　☎・有線82－0001

・
候
補
者
が
勤
務
す
る
事
業
所

・
坂
城
町
商
工
会

・
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
坂
城
協
同
組
合

・
そ
の
他
産
業
関
係
団
体

　
候
補
者
に
関
す
る
推
薦
理
由
書
、

履
歴
書
な
ど
の
書
類
を
作
成
の
う

え
、
役
場
産
業
振
興
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

推
薦
書
類
の
提
出
期
限

　
7
月
31
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
坂
城
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
書
類
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　
☎
８
２
―
３
１
１
１（
内
線
１
５
４
）

　
有
線
８
８
―
１
０
３
７

　
町
で
は
、
も
の
づ
く
り
技
術
の
継
承
や
、
素
晴
ら
し
い
技
能
を
尊
重
す
る
気
運
を
盛

り
上
げ
る
た
め
、「
坂
城
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
も
の
づ
く
り
の
優
秀
な
技
術
者
や
、
新
技
術
を
創
出
さ
れ

た
方
を
表
彰
し
て
お
り
、
候
補
者
の
推
薦
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

・23歳未満で町内事業所に勤務する方
・技能検定２級相当の技能を有する方

・町内事業所に勤務する方
・技能検定２級相当以上の技能を有する方
・事業所等への貢献が顕著と認められる方

・50歳以上で町内事業所に勤務する方（経営者含む）
・技能検定２級相当以上の技能を有する方
・事業所等への貢献が顕著と認められる方
・後進技能者の指導育成に寄与している方

・新技術の創出を行った個人又はグループ
・特許、実用新案、品種登録などの登録がされていること
・新技術の採用による生産性の向上が顕著と認められること

若年技能者奨励
表彰

優秀技能者表彰

卓越技能者表彰

新技術・発明表彰

　AREC・Fiiプラザは、企業と大学の連携、企業同士の
マッチングなどを行っている団体で、坂城町などの地元
を中心とした企業約200社が会員となり、県内全ての大
学、短大、高専、及び長野県工業技術総合センターをは
じめとする研究機関などが賛助会員となっています。
　同団体では、このネットワークを活かし、産学官連
携、産産連携の推進による地域企業の活性化を目的とし
た「ものづくりパートナーフォーラム」を坂城町で初め
て開催します。

　公益財団法人さかきテクノセンターで
は、平成27年度第１回３Ｄプリンタセミ
ナーを開催します。
　経済産業省が進めている「三次元造形
技術を核としたものづくり革命プログラ
ム」の委託先である「技術研究組合次世
代３Ｄ積層技術総合開発機構」のプロ
ジェクトリーダーで、近畿大学工学部の
京極秀樹教授を講師にお招きし、金属３
Ｄプリンタの開発動向と今後の展望につ
いてご講演いただきます。

「金属３Ｄプリンティング
技術の動向と将来展望」

日　時　７月28日（火）午後２時～４時
会　場　坂城テクノセンター
聴講料　無料
申込み　７月24日（金）までに下記へお申

込みください。

日　時　７月９日（木）午後１時～５時30分
会　場　坂城テクノセンター
参加費　無料
定　員　80名程度
第１部　企業の新製品・新技術発表会
　　　　・中島オールプリシジョン（株）
　　　　・（株）西澤電機計器製作所
　　　　・（株）ヤマザキアクティブほか
第２部　研究成果発表会

表 彰 区 分 ・ 推 薦 基 準
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町
で
は
、
難
病
な
ど
で
治
療
を
さ

れ
て
い
る
方
に
対
し
、
見
舞
金
を
支

給
し
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
　
１
２
、０
０
０
円

該
当
者

　
以
下
の
受
給
者
証
（
有
効
期
限
が

平
成
27
年
４
月
１
日
を
含
む
）
を
長

野
県
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る
方

・
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給

者
証

・
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証

・
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

・
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
医
療
費
受
給
者
証

・
小
児
慢
性
特
定
医
療
費
医
療
受
給

者
証

持
ち
物

・
印
鑑

・
交
付
さ
れ
た
受
給
者
証

・
本
人
名
義
の
口
座
番
号
が
わ
か
る

も
の

申
請
期
限
　
７
月
31
日
（
金
）

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
福
祉
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
３
６
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
８

　高齢者人口の増加に伴い介護サービスを利用される方が増加し、保険料負担水準の上昇が避けられない中、
国において、公費を投入して所得の少ない方の保険料を軽減する仕組みが設けられました。
　町においても、平成27年度から29年度の所得段階第１段階の方の保険料を、年額30,000円から27,000円に
改正します。

住民税非課税世帯に属する方で、前年中の本
人の合計所得金額と課税年金収入額の合計が
80万円以下の方など。

本人負担額【年額：30,000円】改正前

改正後 国・県・町が負担
【年額：3,000円】本人負担額【年額：27,000円】

　介護サービスを利用する場合には、費用の一定割合を利用者の方にご負担いただくことが必要です。
　この利用者負担について、これまでは所得にかかわらず一律にサービス費の１割としていましたが、これ
から迎える超高齢化社会において持続可能な制度とするため、平成27年８月１日から、65歳以上の方（第１
号被保険者）のうち、一定以上の所得のある方にはサービス費の２割をご負担いただくことになりました。
　７月下旬に負担割合を記載した「介護保険負担割合証」を、要
支援・要介護認定を受けている方全員に送付しますので、介護保
険被保険者証と一緒に保管し、介護サービスを利用する時は、必
ず２枚一緒にサービス事業者や施設にご提出ください。

　２割負担の方は、65歳以上（第１号被保険者）で、合計所得金
額が160万円以上の方です。ただし、合計所得金額が160万円以
上であっても、同一世帯の第１号被保険者の「年金収入とその他
の合計所得金額」の合計金額が280万円未満（２人以上の場合は
346万円未満）の場合は１割負担となります。
※平成27年度版「お年寄りのための老人保健福祉・介護保険サービスガ
イド」の６ページをご参照ください。

◎問い合わせ先
　福祉健康課保険係　☎82－3111（内線 134）　有線 88－1030

▶
介
護
保
険
負
担
割
合
証（
表
面
）

難
病
の
方
に
対
し
て

見
舞
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

見
舞
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

8



１
．
組
合
地
域
内
（
坂
城
町
又
は
千
曲

市
）
に
住
所
を
有
す
る
方
。
な
お
、

組
合
地
域
外
居
住
者
の
購
入
に
あ

た
っ
て
は
、
組
合
地
域
内
に
住
所

を
有
す
る
代
理
人
が
必
要
で
す
。

２
．
申
込
み
は
１
使
用
者
に
つ
き
１
区

画
と
し
ま
す
。

３
．
霊
園
使
用
許
可
の
際
に
永
代
使
用

料
及
び
管
理
料
を
納
入
で
き
る
方
。

４
．
当
組
合
の
規
定
に
よ
る
墓
石
を
建

立
で
き
る
方
。

　
　※

設
置
基
準
な
ど
の
詳
細
は
、
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
．
分
譲
を
受
け
た
区
画
の
維
持
管
理

の
で
き
る
方
。

６
．「
霊
園
使
用
応
募
申
込
書
」
を
葛
尾

組
合
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
葛
尾
組
合
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

№

１

２

３

４

聖地名

一般聖地（102号）

一般聖地（310号）

規格統一聖地（E-14）

規格統一聖地（H-9）

面積

９㎡

６㎡

５㎡

５㎡

永代使用料

450,000円

300,000円

420,000円

420,000円

管理料／年

2,000円

1,500円

1,500円

1,500円

備考

建立歴あり

建立歴なし

建立歴なし

建立歴なし

※規格統一聖地は、墓石の色・大きさなどが統一の規格となります。

　
葛
尾
組
合
で
は
、
下
表
の
霊
園
４
区
画
が
返
還
と
な
っ
た

た
め
、
使
用
希
望
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
霊
園
使
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
現
地
を
案
内
し
ま
す
。

申
込
み
の
条
件

７
月
６
日（
月
）か
ら

７
月
29
日（
水
）ま
で

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で

（
土
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

坂
城
町
大
字
中
之
条

１
８
５
０
番
地

（
上
信
越
自
動
車
道
「
坂

城
イ
ン
タ
ー
」
か
ら
車
で

１
分
）

葛
尾
組
合
の
業
務
時
間

葛
尾
霊
園
の
場
所

申
込
み
受
付
期
間

・
１
区
画
に
希
望
者
が
複
数
と

な
っ
た
場
合
は
抽
選
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
抽
選
会
は
、８
月
３
日（
月
）

午
前
10
時
に
葛
尾
組
合
事
務

所
で
行
い
、
当
組
合
の
責
任

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
抽
選
会
へ
の
立
会
い

を
認
め
ま
す
。

・
抽
選
の
結
果
は
、
該
当
者
へ

連
絡
し
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
葛
尾
組
合

　
☎
・
有
線
８
２―

２
３
４
９

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
２―

１
２
０
４

　
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　kum
iai

＠katsurao.net

　
お
ど
り
連
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
正
調
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
２
部
門
で
審
査

し
ま
す
。
各
グ
ル
ー
プ
の
特
色
を
活

か
し
、
張
り
切
っ
て
踊
り
ま
し
ょ
う
。

　
お
ど
り
流
し
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
参
加
を
希
望
す
る
方
は
７
月
10

日（
金
）ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
役
場
産
業
振
興
課
に
あ

り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　
☎
8
2
―
3
1
1
1（
内
線
1
5
4
）

　
有
線
8
８
―
１
０
３
７

募 集 す る 霊 園

希
望
者
が
複
数
の
場
合

葛
尾
霊
園
使
用
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

葛
尾
霊
園
使
用
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

申
込
み
の
条
件
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「臨時福祉給付金」または
「子育て世帯臨時特例給付金」が

支給されます

消費税率の引き上げによる、所得の低い方や子育て世帯への
経済的負担を緩和するため

臨 時 福 祉 給 付 金

支給要件 平成27年度分の町民税（均等割）が課税されていない方が対象です。

ただし、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は除く。・課税されている方（他市町村在住の場合を含む。）の扶養親族等になっている場合
・生活保護の受給者である場合　 など

支 給 額 １人につき 6,000円

※一定の住居を持たない方でいずれの市区町村にも住民票がない方については、基準日の翌日以降
であっても坂城町で住民票の手続きを行えば申請ができます。

※ＤＶ被害者や児童福祉施設等に入所している児童などで、他の市区町村から住民票を移さずに坂
城町にお住まいの方については、坂城町で申請を受け付けることができる場合がありますのでご
相談ください。

申 請 書 対象になると思われる方には７月中旬までに「給付金申請書」を送付します。

町民税（均等割）が
課税されていない方

基 準 日 平成27年１月１日（住民票が坂城町にある方が対象です。）

平成 27年度は、２つの給付金のどちらの要件にも
該当する場合、両方とも受け取ることができます。

※課税されている方の
扶養親族になってい
る場合・生活保護の
受給者などは除く

対象者
中学生以下の児童が
いる子育て世帯
※高所得世帯は除く

対象者
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平成27年６月分の児童手当受給者には、７月中旬までに「給付
金申請書」を送付します。

臨 時 福 祉 給 付 金

支給要件 平成27年６月分の児童手当を受給される方が対象です。（あわ
せて平成27年６月の現況届の提出が必要です。）
ただし、特例給付（児童手当の所得制限額以上の方に、児童１人
当たり月額5,000円を支給しているもの）を受給される方は除く。

支 給 額

申 請 書

※児童手当の認定請求を失念するなどして、平成27年６月分の児
童手当の対象となる児童分の支給が受けられない方についても、
支給対象になり得るのでご相談ください。

扶養親族等
の数

限度額目安
給与収入ベース

875.6万円

917.8万円

960万円

提出書類　「臨時福祉給付金申請書」「子育て世帯臨時特例給付金申請書」に必要事項を記入して、郵送
または直接窓口へ提出してください。

申請期間　平成27年７月15日（水） ～  平成27年10月15日（木）【必着】

申請書にご記入いただいた指定口座へ入金されます。 ※金融機関口座が無いなどの場合はご相談ください。

（子育て世帯臨時特例給付金は、原則として、児童手当登録口座へ振り込みます。）

・平成27年度は、２つの給付金のどちらの要件にも該当する方は、両方の給付金を受け取ることができま
す。その場合、両方の給付金について、それぞれ申請が必要となります。

・原則として、申請期間外の申請は受け付けられません。
・申請期間や申請方法は、各市区町村により異なります。坂城町以外が申請先となる方は、事前に該当の

市区町村にお問い合わせください。
・町県民税の申告をしていない場合、給付金の対象の適否が判定できませんので、平成26年の所得を必ず
申告するようお願いします。

◎申請先及び申請方法に関する問い合わせ先
　坂城町役場 福祉健康課 福祉係　☎ 82－3111(内線132･136)　有線 88－1026・88－1028
◎制度に関する問い合わせ先
　厚生労働省　給付金専用ダイヤル　☎０５７０（０３７）１９２

｢臨時福祉給付金｣ や｢子育て世帯臨時特例給付金｣ の

“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください。
ご自宅や職場などに町や厚生労働省（の職員）などをかたった電話がかかってきたり、郵便が届
いたら、役場や最寄りの警察署（または警察相談専用電話（♯9110））にご連絡ください。

１人

２人

３人

児童手当の所得制限
限度額の目安

（給与収入ベース）

対象児童１人につき 3,000円
基 準 日 平成27年５月31日

み   な         いいきゅうふ
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５
月
14
日（
木
）か
ら
17
日（
日
）

ま
で
、
中
国
上
海
市
嘉
定
区
の
実

験
小
学
校
か
ら
、
児
童
12
名
と
引

率
の
先
生
な
ど
４
名
の
教
育
交
流

団
が
坂
城
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
国
際

親
善
と
豊
か
な
国
際
感
覚
を
養
う

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
20
年
か
ら

町
内
小
学
生
の
訪
中
と
実
験
小
学

校
児
童
の
来
訪
に
よ
る
相
互
交
流

を
行
っ
て
お
り
、
今
回
で
４
度
目

の
来
訪
と
な
り
ま
し
た
。

　
実
験
小
学
校
の
児
童
た
ち
は
、

昨
年
教
育
交
流
団
と
し
て
訪
中
し

た
小
中
学
生
の
ご
家
族
な
ど
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
町
で
過
ご
す

間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経
験
。
15
日

（
金
）は
、
町
内
３
小
学
校
で
、
お

互
い
の
発
表
や
給
食
体
験
な
ど
を

通
し
て
交
流
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

坂
城
中
学
生
の
部
活
動
の
様
子
な

ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
こ
の
４
日
間
の
貴
重
な
体
験

は
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
を
生

き
る
子
ど
も
た
ち
の
将
来
に
、
必

ず
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

草の根の国際交流

中国上海市 実験小学校と町内小中学生が教育交流

▲実験小学校教育交流団（歓迎レセプション）

　
６
月
６
日
（
土
）、
中
心
市
街

地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、

公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興

協
会
に
よ
る
「
第
６
回
新
作
日
本

刀  

研
磨  

外
装  

刀
職
技
術
展
覧

会
」
の
授
賞
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
本
展
は
、
鉄
の
展
示
館
で
８
月

２
日
（
日
）
ま
で
開
催
さ
れ
て
お

り
、
全
国
か
ら
作
刀
、
研
磨
、
外

装
の
各
部
門
に
出
展
さ
れ
た
優
秀

な
作
品
84
点
が
一
堂
に
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
は
、
最
高
賞
で
あ

る
経
済
産
業
大
臣
賞
を
、
作
刀
部

門
に
出
展
し
た
、
坂
城
町
無
形
文

化
財
の
宮
入
小
左
衛
門
行
平
刀
匠

の
一
門
で
あ
る
根
津
秀
平
さ
ん
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
門

の
河
内
一
平
さ
ん
は
金
賞
第
一

席
、
上
山
輝
平
さ
ん
は
金
賞
第
二

席
を
、
作
刀
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
の
匠
た
ち
が
渾
身
の
力
を

込
め
て
製
作
し
た
作
品
を
ぜ
ひ
会

場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第６回新作日本刀  研磨  外装  刀職技術展覧会

根津秀平さん、河内一平さん、上山輝平さんが受賞

▲左から、河内一平さん、根津秀平さん、上山輝平さん

▶
南
条
小
学
校

▶
坂
城
小
学
校

▶
村
上
小
学
校

▲経済産業大臣賞  根津秀平製作「刀」
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５
月
28
日（
木
）、
坂
城
テ
ク
ノ

セ
ン
タ
ー
で
、
公
益
財
団
法
人
さ

か
き
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
及
び
テ
ク

ノ
ハ
ー
ト
坂
城
協
同
組
合
主
催
に

よ
る
平
成
27
年
度
第
１
回
坂
城
経

営
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
基
調
講
演
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
２

部
構
成
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、
山
村
町
長
が

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｉ
と
、

坂
城
町
の
地
方
創
生
戦
略
に
つ
い

て
」
を
演
題
に
講
演
を
行
い
、
町

政
１
期
目
（
４
年
間
）
の
成
果
と
、

２
期
目
で
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
２
部
で
は
、
山
村
町

長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な

り
、
さ
か
き
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
栗

林
邦
夫
理
事
長
、
依
田
穂
積
副
理

事
長
、
柳
沢
次
夫
副
理
事
長
、
竹

内
明
雄
顧
問
及
び
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト

坂
城
協
同
組
合 
宮
後
睦
雄
理
事
長

の
５
名
の
パ
ネ
ラ
ー
が
、「
モ
ノ

づ
く
り
か
ら
コ
ト
づ
く
り
で
つ
な

が
る
坂
城
町
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。

　
パ
ネ
ラ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
自
社

の
現
状
と
展
望
の
ほ
か
、
人
が
住

み
た
く
な
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
や
産
学
官
の
連
携
な
ど
、
町
の

地
方
創
生
総
合
戦
略
に
望
む
こ
と

な
ど
を
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

今後のまちづくりについてディスカッション

平成27年度 第１回坂城経営フォーラム

　６月６日（土）、金沢工業大学と坂城
町、公益財団法人さかきテクノセンター
及びテクノハート坂城協同組合の連携・
協働に関する協定が締結されました。
　これは、上記４団体が、産業振興、
次代を担う人材育成と確保、地域産業
の活性化を支援する研究開発、インター
ンシップについて、包括的な連携・協
働により取り組むものです。
　この協定により、地方における安定
した雇用の創出、地域産業の活性化、
地方への新しい人の流れなど、自律的
で持続的な社会の創生（地方創生）が
期待されます。

金
沢
工
業
大
学
と
坂
城
町
を
含
む
４
団
体
に
よ
る

連
携
・
協
働
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　６月４日（木）、新田信さ
んが産業功労分野で平成27年
度県知事表彰を受賞されまし
た。
  新田さんは、平成５年から
坂城町商工会理事、商工会観
光部会会長、16年から26年ま
での10年間はステキさかき観
光協会会長を歴任し、多年に
わたり地域の商工業、観光事
業の振興に貢献されました。
　今回の受賞は、これらの功
績が認められたことによるも
のです。

地
域
の
商
工
業
・
観
光
事
業
に
貢
献

新
田
信

さ
ん
が
県
知
事
表
彰
を
受
賞

▲パネルディスカッション

▲左から、（公財）さかきテクノセンター 
栗林邦夫理事長、金沢工業大学 石川憲一
学長、山村町長、テクノハート坂城協同
組合 宮後睦雄理事長

▲左から、山村町長、新田信さん
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７
月
か
ら
平
成
27
年
度
の
国
民

健
康
保
険
税
及
び
介
護
保
険
料
の

普
通
徴
収
の
納
付
が
始
ま
り
ま
す

（
納
付
書
は
７
月
中
旬
頃
発
送
予

定
）。
来
年
３
月
ま
で
毎
月
納
付
と

な
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に

最
寄
り
の
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
（
介

護
保
険
料
は
コ
ン
ビ
ニ
で
は
納
付

で
き
ま
せ
ん
）。
７
月
分
の
口
座
振

替
は
、
７
月
31
日
（
金
）
に
指
定

口
座
か
ら
振
替
を
し
ま
す
の
で
、

振
替
日
前
日
ま
で
に
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、７
月
22
日
（
水
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
】

　
災
害
・
失
業
・
疾
病
な
ど
に
よ
り
、

収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き
は
、

保
険
税
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
納
期
限
の
７
日
前

ま
で
に
総
務
課
税
務
係
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係
・
税
務
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
・
１
４
３
）

　
有
線
８
８―

１
０
３
２
・
８
８―

１
０
３
３

　
町
で
は
、
今
年
金
婚
式
を
迎
え

ら
れ
る
ご
夫
婦
を
お
祝
い
す
る
合

同
金
婚
式
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
該
当
す
る
の
は
、
昭
和
40

年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12 
月
31
日

ま
で
に
入
籍
し
、
現
在
町
内
に
お

住
ま
い
の
ご
夫
婦
で
す
。
該
当
さ

れ
る
方
は
７
月
31 

日
（
金
）
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
福
祉
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
３
６
）

　
有
線
８
８―
１
０
２
８

　
千
曲
坂
城
消
防
組
合
で
は
、
平

成
28
年
度
採
用
の
消
防
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員
　
若
干
名
（
初
級
）

受
験
資
格
　
平
成
４
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の

方
（
見
込
者
含
む
）
で
、
坂
城
町

ま
た
は
千
曲
市
に
住
所
を
有
す
る

方
（
修
学
な
ど
の
た
め
に
他
所
に

住
む
方
で
、
家
族
が
坂
城
町
ま
た

は
千
曲
市
に
居
住
し
て
い
る
方
を

含
む
）

申
込
期
間
　
７
月
13
日
〜
８
月
10
日

一
次
試
験
　
９
月
20 

日
（
日
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
総
務
課

　
☎
０
２
６―

２
７
３―

０
４
２
９

　
町
で
は
、
平
成
27
年
10
月
１
日

を
基
準
日
と
し
て
、
全
国
一
斉
に

実
施
さ
れ
る
「
平
成
27
年
国
勢
調

査
」
に
従
事
し
て
い
た
だ
け
る
調

査
員
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
調
査

は
町
内
の
全
世
帯
を
対
象
に
行
わ

れ
、
得
ら
れ
た
情
報
は
、
様
々
な

公
的
統
計
を
作
成
す
る
上
で
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
基
礎
デ
ー
タ
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
期
間
　
基
準
日
（
10
月
１
日
）

の
前
後
１
か
月
程
度

業
務
内
容
　
調
査
票
の
配
布
、
聞
き

取
り
、
回
収
、
検
査

募
集
締
切
　
７
月
15
日
（
水
）

報
酬
　
国
の
基
準
に
基
づ
き
ま
す

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
２
４
）

　
有
線
８
８―

１
０
１
８

　
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
全

国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、

養
育
費
に
関
す
る
無
料
電
話
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
８
月
２
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

電
話
番
号
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
１
２
０―

５
６
７―

３
０
１

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　
☎
０
２
６
５―

４
８―

０
３
１
５

　
現
在
お
勤
め
の
方
や
学
生
の
方

な
ど
、
将
来
町
内
で
農
業
を
継
ぎ

た
い
と
お
考
え
の
農
家
子
弟
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
町
、
千
曲
市
、

ち
く
ま
農
協
、
長
野
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
合
同
で
新
規
就
農
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
就
農
内
容

や
将
来
の
目
標
な
ど
を
お
聞
き
し
、

そ
の
た
め
の
支
援
策
や
方
向
性
に

つ
い
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
８
月
１
日
（
土
）
午
前
10
時

場
所
　
千
曲
市
あ
ん
ず
ホ
ー
ル

※

完
全
予
約
制
の
た
め
、
事
前
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課
産
業
振
興
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
５
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
３
６

　
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
力
を
あ
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
、

全
国
で
関
係
団
体
に
よ
る
啓
発
活

動
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
坂
城
町
で
も
、
７
月
１
日
（
水
）

に
駅
前
街
頭
啓
発
活
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
保
護
観
察
所

　
☎
０
２
６―

２
３
４―

１
９
９
３

　
町
で
は
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る

住
宅
へ
耐
震
診
断
士
を
無
料
で
派
遣

し
て
い
ま
す
。
住
宅
の
耐
震
性
を
確

認
し
、
地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

募
集
件
数
　
４
戸

募
集
条
件

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
町

内
で
着
工
さ
れ
た
住
宅

・
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅

・
木
造
在
来
工
法
の
住
宅
（
木
造

で
あ
っ
て
も
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

工
法
の
も
の
は
対
象
外
）

・
長
屋
及
び
共
同
住
宅
以
外
の
個

人
所
有
の
住
宅

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
管
理
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
７
６
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
４

　
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て

当
せ
ん
金
額
は
７
億
円
で
す
！

　
・
１
等
５
億
円×

23
本

　
・
前
後
賞
各
１
億
円×

46
本

（
発
売
総
額
６
９
０
億
円
・

23
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

発
売
期
間
　
７
月
８
日
〜
31
日

発
売
金
額
　
１
枚
３
０
０
円

　
ま
た
、
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

も
同
時
発
売
し
ま
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

固
定
資
産
税（
第
２
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
１
期
）

介
護
保
険
料（
第
１
期
）

納
期
限
は
７
月
31
日（
金
）
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町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
献
血
採
血

車
が
来
ま
す
。
今
回
は
全
血
献
血

で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
８
月
６
日
（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※

65
〜
69
歳
ま
で
の
方
は
、
60
〜

64
歳
の
間
に
献
血
経
験
の
あ
る

方
に
限
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
１
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
７

　
県
内
で
文
化
芸
術
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
障
が
い
者
の
文
化
芸

術
祭
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
県
内
に
住
所
を
有
す

る
障
が
い
の
あ
る
方

募
集
締
切
　
８
月
７
日
（
金
）

出
品
料
　
無
料

応
募
部
門
　
絵
画
、
手
芸
、
工
芸
、

書
道
、
写
真

開
催
日

　
９
月
19
日
（
土
）、
20
日
（
日
）

場
所
　
長
野
県
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
福
祉
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
３
６
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
８

　
町
女
性
専
門
相
談
員
が
、
女
性

の
悩
み
や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相

談
会
を
開
設
し
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー

や
職
場
で
の
人
間
関
係
、
仕
事
と

家
庭
の
両
立
、
子
育
て
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
　
７
月
16
日
（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
隣
保
館

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課 

人
権
・
男
女
共
生
係

　
☎
・
有
線
８
２―

６
６
０
３

　
介
護
予
防
施
設
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
は
、
定
期
開
催
の
「
ス
ト

レ
ッ
チ
・
ヨ
ガ
教
室
」「
生
き
が
い

広
場
」
に
加
え
て
、
６
月
か
ら
「
膝

腰
元
気
教
室
」
を
始
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
広
間
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
、
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
天

然
温
泉
の
浴
室
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◎
利
用
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
上
平
区

と
も
い
き
ラ
イ
フ
月
影
様
前
）

　
☎
・
有
線
８
１―

３
５
８
８

・
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
役
場
福
祉
健
康
課
内
）

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
３
７
）

　
有
線
８
８―

１
０
７
７

　
平
成
28
年
度
か
ら
中
学
校
で
使

用
す
る
教
科
書
の
展
示
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
地

域
の
子
ど
も
た
ち
が
使
う
教
科
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
　
７
月
15
日
（
水
）
ま
で

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45
分

場
所
　
千
曲
市
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
学
校
教
育
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
５
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
１
２

　
坂
城
町
音
楽
愛
好
会
と
坂
城
町

公
民
館
で
は
、
町
内
の
音
楽
愛
好

家
の
皆
さ
ん
や
小
学
生
が
出
演
す

る
納
涼
音
楽
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
11
日
（
土
）

　
　
　
開
場
　
午
後
１
時

　
　
　
開
演
　
午
後
１
時
30
分

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

入
場
料
　
無
料

出
演

　モ
ア
ナ
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
・

坂
城
コ
ー
ラ
ス
・
坂
城
文
化
箏

ク
ラ
ブ
・
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
・

坂
城
オ
カ
リ
ナ
教
室
・
童
謡
唱

歌
を
楽
し
む
会
・
坂
城
町
吹
奏

楽
団
・
南
条
小
学
校
金
管
バ
ン

ド
部
・
坂
城
小
学
校
合
唱
部
・

村
上
小
学
校
２
学
年

　
農
村
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
か

き
・
農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー
で
は
、

坂
城
町
及
び
周
辺
地
域
の
一
般
の

方
を
対
象
に
、
ね
ず
み
大
根
の
作

業
・
収
穫
・
料
理
講
習
会
を
実
施

し
ま
す
。

　
伝
統
野
菜
や
地
域
の
食
文
化
に

触
れ
あ
う
体
験
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
親
子
連
れ
の
方
も
大
歓
迎
。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

作
業
内
容
及
び
日
時

・
種
ま
き
　
８
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
45
分
集
合

・
間
引
き
　
９
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
45
分
集
合

・
収
穫
　
　
11
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
45
分
集
合

（
雨
天
な
ど
に
よ
り
作
業
で
き
な
い

場
合
は
翌
日
に
開
催
）

・
料
理
講
習
会

　
平
成
28
年
１
月
30
日
（
土
）
　

　
　
　
　
　
午
前
９
時
集
合

集
合
場
所
　
坂
城
町
役
場

参
加
費
　
無
料

募
集
人
員
　
先
着
20
名

募
集
期
限
　
７
月
31
日
（
金
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課
産
業
振
興
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
５
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
３
６

　
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
に
よ
る
心
肺
蘇
生
法
な
ど
を

学
ぶ
上
級
救
命
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
講
習
修
了
者
に
は
、
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
20
日
（
月
祝
・
海
の
日
）

　
　
　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

　
　
　（
受
付  

午
前
７
時
45
分
〜
）

場
所
　
坂
城
消
防
署 

２
階
会
議
室

定
員
　
20
名
（
受
講
申
込
は
先
着
順
、

定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
期
限
　
７
月
15
日

※

持
ち
物
・
服
装
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
消
防
署
警
防
係

　
☎
・
有
線
８
２―

０
１
１
９

　
55
歳
以
上
の
方
の
就
職
支
援
の

た
め
、
技
能
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

講
習
期
間

　
９
月
１
日
〜
16
日
の
内
９
日
間

対
象
者

・
講
習
日
現
在
55
歳
以
上
で
、
就

職
を
希
望
さ
れ
る
方

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
登
録
を
し

て
、
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

定
員
　
20
名

受
講
料
　
無
料

申
込
期
間
　
７
月
13
日
〜
８
月
21
日

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
更
埴
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
６―

２
７
２―

５
６
３
０
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５
月
28
日
、
坂
城
高
校
に
お
い
て
、
坂
城
中
学

校
の
先
生
方
と
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
坂
城
中
学
校
と
坂
城
高
校
で
は
、
毎
年
、
同
じ

地
域
に
あ
る
学
校
と
し
て
、
ま
た
、
坂
城
高
校
に

入
学
す
る
生
徒
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
先
生
相
互

の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
各
教
科

の
研
究
会
と
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
懇
親
会
と
同
時
に

公
開
授
業
も
行
い
、
多
く
の
先
生
方
に
参
観
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
校
生
に
な
り
、
落
ち
着
い

て
授
業
を
受
け
て
い
る
生
徒
達
を
、

中
学
の
先
生
方
か
ら
褒
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
に
中
学
校
時
代
の
先

生
方
に
再
会
し
た
坂
城
中
学
校
出

身
の
１
年
生
は
、
い
つ
も
よ
り
緊

張
し
た
様
子
で
授
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
入
学
し
て
２
か
月

ほ
ど
経
ち
、
少
し
大
人
に
な
っ
た

自
分
た
ち
の
姿
を
見
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
嬉
し
そ
う
で
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
２
年
数
か
月

の
中
で
、
さ
ら
に
成
長
す
る
姿
を
、
ま
た
見
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
研
究
会
の
中
で
は
、
高
校
に
入
っ
て
内
容
が
難

し
く
な
る
学
習
面
に
つ
い
て
、
様
々
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
生
徒
の
学
力
向
上
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
の
３
種
目
に
分
か
れ
て
競

技
を
行
い
、爽
や
か
な
汗
を
流
し
て
、

楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、

坂
城
中
学
校
出
身
生
徒
の
様
子
や

今
年
の
中
学
校
の
様
子
な
ど
、様
々

な
情
報
交
換
を
し
、
親
交
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
同
じ
地
域
に
あ

る
学
校
と
し
て
、
地
域
に
根
差
し

な
が
ら
、
共
に
歩
ん
で
い
け
る
中

学
校
、
高
校
で
あ
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
・
有
線
８
２―

２
５
５
９

坂城町交番
☎・有線 82-2008

坂城高校　教諭　高野美穂
「坂城中学校との交流会」

　水難事故は、
毎年６月から
８月にかけて
多く発生して
います。魚釣

り中に流されたり、局地的豪
雨で中洲に取り残されるなど
の事案や、海での事故の
ニュースも耳にします。
　ご家族や自らが水の事故に
遭わないよう、以下のことに
注意しましょう。

　歯
は
一
生
使
い
続
け
る
も
の
で
す
。
い
つ
ま
で
も
自
分
の

歯
で
食
べ
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
歯
の
健
康
を
守
り
、
丈
夫

に
す
る
食
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

★保護者の皆さんは、どんな
に忙しくても水の怖さを知
らない子どもから目を離さ
ないでください。
★水辺へは１人で遊びに行か
ず複数人で出かけ、もし子
どもだけでいるのを見たら
大人が一声かけましょう。
★用水路や池などは、局地的
豪雨などで危険箇所に急変
します。改めて近所の点検
をしましょう。

思春期性歯肉炎
に注意！

　思
春
期
に
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン

ス
の
崩
れ
が
原
因
で
思
春
期
性
歯

肉
炎
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

よ
く
か
ん
で
食
べ
、
丁
寧
な
歯
磨

き
を
し
ま
し
ょ
う
。

よくかむと肥満
予防にも効果！

　よ
く
か
ん
で
食
べ
る
と
満
腹
感

が
得
ら
れ
や
す
く
、
食
べ
過
ぎ
が

防
げ
ま
す
。
ま
た
、
代
謝
も
活
発

に
な
り
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
も
増
加

し
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
味
わ
っ
て
食

べ
ま
し
ょ
う
。

だ液パワーを
味方に！

　だ
液
に
は
、
消
化
を
助
け
、
味

覚
を
高
め
、
口
内
を
清
潔
に
保
つ

働
き
や
、
抗
菌
作
用
、
虫
歯
予
防

の
ほ
か
、
食
べ
物
の
飲
込
み
や
発

声
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。
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水分補給のお茶、おむつ、おしりふき、
お手ふき、ティッシュ、着替え、ゴミ袋

◇平　日　　　　　 午前９時～正午・午後２時～４時 30 分
◇第２・第４土曜日　午前９時～正午

　座って食べる・お茶碗を持って食べる・口に食べ物を入れ
てしゃべらないなど、食事のマナーはちっちゃな社会人とし
て欠かせないものですが、一朝一夕では身につきません。「食
事は楽しいもの」ということを基本に、子どもの様子を見守
りながら根気良く、マナーの定着
を図りましょう。
　また、マナーを伝える時の声が
けにもひと工夫を。口うるさく注
意したり叱るのは逆効果です。具
体的な言葉で伝えましょう。
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７月
5 日（日）

12 日（日）

19 日（日）

20 日（月）

26 日（日）

８月
2 日（日）

村上堂大井クリニック
千曲中央病院
林歯科医院

松尾医院
鴇沢内科クリニック
宮島歯科医院

さかき生協診療所
かつの耳鼻咽喉科
大塚歯科クリニック

長野寿光会上山田病院
あんずの里クリニック
青木歯科医院

中島産婦人科小児科
千曲中央病院
若林歯科医院

とよき内科
安川整形外科クリニック
宮原歯科医院

【 網 掛 】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市上山田温泉】

【 立 町 】
【千曲市屋代】
【千曲市粟佐】

【 中 之 条 】
【千曲市粟佐】
【千曲市上山田温泉】

【千曲市上山田温泉】
【 千 曲 市 森 】
【千曲市八幡】

【千曲市上山田温泉】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市杭瀬下】

【千曲市磯部】
【千曲市屋代】
【 網 掛 】

☎ 8 1 - 3 1 3 1
☎(026)273-1212
☎(026)275-1064

☎・有線 82-2013
☎(026)272-3713
☎(026)273-3064

☎・有線 82-0101
☎(026)274-3387
☎(026)276-5508

☎(026)275-1581
☎(026)272-1005
☎(026)272-1335

☎(026)275-0111
☎(026)273-1212
☎(026)273-0103

☎(026)276-0413
☎(026)273-6611
☎・有線 82-8711

①粗大ごみ、家電６品目（有料）
②資源物のサンデーリサイクル
　（びん・缶・ペットボトル・プラ
スチック容器包装・紙類等）
③小型家電の無料回収

５日（日）、19 日（日） 午前８時 30 分～ 10 時
びんぐしの里公園　駐車場

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午

※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
場合は、電話・新聞などでご確認ください。

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）有線 88-1047

健　診

４か月児健康診査

７か月児健康相談

10か月児健康相談

２才児健康相談

３才児健康診査

対　象　児

平成27年３月生

平成26年12月生

平成26年９月生

平成25年３月生～４月生

平成24年１月生～２月生

受　付　日　時

16 日（木）午後１時

29 日（水）午前９時

28 日（火）午前９時

10 日（金）午前９時

８日（水）午後１時

■平成 26 年５月分　221.66ｔ
■平成 27 年５月分　222.40ｔ

＋0.74ｔ

家庭から収集所へ出される量と
直接葛尾組合に出される量の合計

13 日（月）、27 日（月）
午前 10 時～午後３時
坂城テクノセンター

ハローワーク
出張相談

心配ごと
相 談

10 日（金）、21 日（火）
午前９時～正午
役場第４会議室（３階）

10日は司法書士、21日は弁護士による法律相談を合
わせて開設。法律相談をご希望の場合は、原則前日
までに社会福祉協議会【☎・有線82-2551】へお申
込みください。（ただし、当日受付も可）

15 日（水） 午前９時～正午
役場第５会議室（３階）行政相談

年金相談 15 日（水） 午前９時～午後４時
役場第３会議室（３階）

相談をご希望の場合は、７月７日（火）までに住民
環境課住民係【☎82 - 3 1 1 1（内線122）有線
88-1022】へお申込みください。

午後１時 30 分～４時
８日（水）役場第５会議室（３階）
22 日（水）文化センター相談室

障がい者（児）
相 談

４日（土） 午前９時～正午
文化センター相談室

社 協
結婚相談

三井住友海上火災保険㈱新特級代理店
三井住友海上あいおい生命保険㈱代理店

お車のことならなんでも スバルショップ坂城千曲川 お客さまの生活をまもり安心をお届けする 特級代理店

日 時間
受付

お客様の身近な存在であり続けます。困ったときはいつでもヤナモへ！！

（８２）７０４３認証・登録番号0000620
エコアクション21

北陸信越運輸局指定工場
エコアクション 認証登録事業所

私達はお客様がより良い保険にご加入されますことを願っています
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5 日（日）

7 日（火）

8 日（水）

12 日（日）

14 日（火）

15 日（水）

16 日（木）

19 日（日）

21 日（火）

26 日（日）

29 日（水）

楽しい民話

明日の農業

税務署だより

楽しい民話

信号は赤です

こちら 119 番

川　　柳

楽しい民話

明日の農業

楽しい民話

明るい消費生活

おせんが淵
鼠　玉井かつ子さん

果樹の管理
ＪＡちくま　風間営農指導員

期限内納税について
上田税務署

おぶさりたい　だかさりたい
旭ヶ丘　中村秀子さん

交通事故防止
坂城町交番

火遊び・花火による火災の防止
消防署

ＪＡ文芸から
選者　中沢月人さん

猪追い
込山　岡田由貴子さん

農事の管理
ＪＡちくま　青木営農指導員

みょうが宿
金井　青木典子さん

最近の消費生活相談から
北信消費生活センター

町立図書館：☎・有線 82－3371　開館時間：午前 10 時～午後６時

☆児童図書
・おじいちゃんが孫に語る戦争
　（作：田原総一朗　絵：下平けーすけ／講談社）
・神社・お寺のふしぎ100　すぐ近くにある「日本人の心のふるさと」のなぜ
　（文：田中ひろみ　監修：藤本頼生、東京都仏教連合会／偕成社）

が休館

日にち 番組名 内容／出演

朝：午前７時　昼：午後０時30分　夜：午後８時

◎問い合わせ先　有線本部
　☎82－3111（内線 222）有線 88－1000

午後６時（８月まで）

日
　
５
12
19
26

月

６
13
20
27

木
２
９
16
23
30

土
４
11
18
25

☆七夕おはなし会…みんなで七夕の飾りつけもします
　４日（土）  午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分　２階集会室
★夕涼みおはなし会…歴史ある学校で耳を傾けてください
　25 日（土）  午後６時～　格致学校２階
☆点字・点訳講座
　７日（火） 午後２時～    講師：山口静枝さん
★寺子屋めぐり…バスで長野市松代の象山記念館を訪ねます
　25 日（土）  午後１時～　講師：大橋昌人さん
　定員：20名　受講料：100円＋入館料　申込先：図書館

☆一般図書
・めくるめく信州仏像巡礼
　（監修：武笠  朗　編：信濃毎日新聞社出版部／信濃毎日新聞社）
・夏目漱石、読んじゃえば？
　（著：奥泉  光　漫画・イラスト：香日ゆら／河出書房新社）

☆おすすめの本 よれよれ肉体百科
（著：群ようこ／文藝春秋）

「オール讀物」の連載エッセイ「更年期肉体
百科」が１冊の本にまとまった。耳、鳩尾、
舌、気管支、頭皮、膝など身体の各部56か所
を面白おかしく取り上げる、著者が30代のこ
ろに出した「肉体百科」の続編。今回は60歳
を目の前にして、更年期の肉体の悩みを吹き
飛ばす痛快エッセイがそろった。

水
１
８
15
22
29

火
　
７
14
21
28

操作方法は     　・    　・９ ４ チャンネル番組
終了するときは     　・    　・９ ４ ０
チャンネル番組 ２

３
…ＦＭ長野

…ＮＨＫ・ＦＭ

平成27年６月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,075世帯（＋  3）
人　口： 15,614人    （－  8）
　男　：  7,690人　（－  1）
　女　：  7,924人　（－  7）

件　数：　　  6件
累　計：　　24件　（±  0）
死　者：　　  0人
累　計：　　  0人　（±  0）
負傷者：　　  7人
累　計：　　32人　（＋  3）

平成27年５月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比

金
３
10
17
24
31

※５月に、一般書134冊、児童書125冊が入りました。
　図書館には、病気や医療についての実用書もあります。新着
コーナーも日々変わります。ぜひお出かけください。

みぞおち
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■編集・発行　〒389-0692 長野県埴科郡坂城町大字坂城10050
　　　　　　  坂城町役場企画政策課
　　　　　　  ☎0268-82-3111　FAX 0268-82-8307
■印　  　刷　滝沢印刷合同会社

「広報さかき」へのご意見・ご要望を
お寄せください

登録型情報メール
配信サービス

登録をご希望の方は、ＱＲコードからアクセスするか次のメール
アドレスへ空メールを送信してください。　t-sakaki@sg-m.jp

　
５
月
30
日
（
土
）
か
ら
６
月
14
日

（
日
）
ま
で
、
さ
か
き
千
曲
川
バ
ラ
公

園
で
、「
第
10
回
ば
ら
祭
り
」
が
開
催

さ
れ
、
４
万
２
千
人
も
の
方
が
公
園

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
節
目
の
10
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、

来
園
者
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
園
路
の
整
備

や
入
口
ア
ー
チ
の
改
修
な
ど
を
行
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
薔
薇
人
の
会
」

の
皆
さ
ん
に
も
多
大
な
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
２
７
０
品
種
２
０
５
０
株

の
色
と
り
ど
り
の
ば
ら
が
千
曲
川
の

ほ
と
り
を
鮮
や
か
に
染
め
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
大
変
多
く
の
皆
さ
ん
に

ご
来
園
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第10回ばら祭りに

　
５
　
５
月
00
日
（
土
）
か
ら
６

日
（
土
）
か
ら
６

日
（
土
）
か
ら
６

日
（
土
）
か
ら
６

日
（
土
）
か
ら
６

日
（
土
）
か
ら
６

日
（
土
）
か
ら
６

日
（
土
）
か
ら
６
月

第10回ばら祭りに４
万
２
千
人
来
園

ドローン（無人航空機）による
上空からの写真提供：（株）日広
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よ
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よ
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